
OpenStreetMapの課題 2026
2004年からの22年間でどこまで進化したのか？

• データの網羅性 → 日本国内の建物マッピングゴールが見えてきた（国土交通省 Project 
PLATEAUとの連携など） 

• データの信頼性 → 民間企業との連携で品質検査ツールも拡充。（Mapbox や Apple、
OvertureMaps/特にTomTom との連携） 

• 使い勝手の向上 → OSSと生成AIによって意識しなくてもOSMが使われるようになった（使われ
すぎてOverpasss APIなどアクセス数逼迫）。オフラインマップとしての存在感が高まった（能
登半島地震など）ベクトルタイル技術の一般化によって、多言語切り替えや竹島などの係争地表
記も技術的に解決。 

• 災害時の地図更新 → 世界中に、クライシスマッピングボランティアが拡充。フェイズフリーと
しての普段使いも含めて、国連などの国際機関ではデファクト。


